
第26回みやざきおもてなし向上委員会

第26回は、1月19日（水）18時から、新年会を兼ねて

居心地屋やまぢ宮崎本店で行いました。

いつも急なお知らせのため、今回も参加者は５名で

したが、宮崎県商工観光労働部の長嶺局長も参加して

くださり、今後の新しい展開についての貴重なアイディ

アをいただきました。大変有意義な会になりましたこ

とをご報告いたします。

◎アピールを兼ねて、強化月間を企画しよう！！
・オンシーズン、ハイシーズンに宮崎県民全員で強化月間を執り行う。

・その時に、以前決まったおもてなしの標語を活用する。

・方言を要所に使い、印象づけるようにする。

・接客業の人たちが率先して公共の場の清掃などを行えば、周囲に影響を与えていく。

・県民感謝祭・・・というような、県民参加運動を企画する。

・観光業界の祭として、地域に根付いたものにし、地域との密接な関係を築くきっかけにしたい。

・地元に愛されてこそ、観光地といえる。

・地域に愛される施設・接客でなければならない。目は県民に向けるべき。

・地道に、地元ファンをつくっていくような企画にする。（例えばディーラーの感謝祭のような）

・例）ホテル巡り、グルメツアーなど

・マスコミも活用して、宮崎県のおもてなしのレベルはとても高いということをみんなに知ってもらう企画

にする。

・前東国原知事効果を活かしていく。

・宮崎県のおもてなしや観光に、県民が自信を持てるような仕組みを考える。

・九州新幹線が通ったら、新八戸から宮崎まで1.5時間。たくさんの人が宮崎に足を運んでくるはず。

いつも急なご案内で申し訳ありません。第27回の会

合は、2月16日(水)13：30～ 場所は、いつもの県

庁3号館3階研修室です。

たくさんの方の参加をお待ちしております。よろし

くお願いいたします。

みやざきおもてなし向上委員会

専用メールアドレス

omotenashi@smile-c.com

◎おもてなし向上委員会に期待するもの
・関連業種が交流できる場に。

・他の業種の“おもてなし事業”が見える形にし、切磋琢磨できるようになるといい。


